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(57)【要約】
【課題】白色色座標の変動を防止する有機発光表示装置
を提供する。
【解決手段】本発明に係る有機発光表示装置は、第１画
素、第２画素及び第３画素が行列状に配置され、基板、
基板上に形成されたゲート線、ゲート線と絶縁して交差
しているデータ線、基板上に形成されて第１画素に駆動
電圧を伝達する第１駆動電源線、第２画素に駆動電圧を
伝達する第２駆動電源線及び第３画素に駆動電圧を伝達
する第３駆動電源線を含む駆動電源線、ゲート線及びデ
ータ線と連結したスイッチング薄膜トランジスタ、スイ
ッチング薄膜トランジスタ及び駆動電源線と連結した駆
動トランジスタ、駆動トランジスタと連結した第１電極
、第１電極上に形成された有機発光部材、有機発光部材
上に形成された第２電極を含み、第１駆動電源線の断面
積、第２駆動電源線の断面積及び第３駆動電源線の断面
積は各々、第１画素の消費電流、第２画素の消費電流及
び第３画素の消費電流に比例する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１画素、第２画素及び第３画素が行列状に配置された有機発光表示装置であって、
　前記有機発光表示装置は、
　基板、
　前記基板上に形成されているゲート線、
　前記ゲート線と絶縁して交差しているデータ線、
　前記基板上に形成されて前記第１画素に駆動電圧を伝達する第１駆動電源線、前記第２
画素に駆動電圧を伝達する第２駆動電源線及び前記第３画素に駆動電圧を伝達する第３駆
動電源線を含む駆動電源線、
　前記ゲート線及びデータ線と連結しているスイッチング薄膜トランジスタ、
　前記スイッチング薄膜トランジスタ及び前記駆動電源線と連結している駆動トランジス
タ、
　前記駆動トランジスタと連結している第１電極、
　前記第１電極上に形成されている有機発光部材、
　前記有機発光部材上に形成されている第２電極を含み、
　前記第１駆動電源線の断面積、第２駆動電源線の断面積及び第３駆動電源線の断面積は
各々、第１画素の消費電流、第２画素の消費電流及び第３画素の消費電流に比例すること
を特徴とする、有機発光表示装置。
【請求項２】
　前記第１画素、第２画素及び第３画素は各々、赤色画素、緑色画素及び青色画素である
ことを特徴とする、請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項３】
　前記駆動電源線の断面積は前記駆動電源線の線幅と厚さの積であり、
　前記第１駆動電源線の厚さ、第２駆動電源線の厚さ及び第３駆動電源線の厚さが互いに
同一である時、前記第１駆動電源線の線幅、第２駆動電源線の線幅及び第３駆動電源線の
線幅は各々、第１画素の消費電流、第２画素の消費電流及び第３画素の消費電流に比例す
ることを特徴とする、請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項４】
　前記第３駆動電源線の線幅は、前記第１駆動電源線の線幅及び前記第２駆動電源線の線
幅より大きいことを特徴とする、請求項３に記載の有機発光表示装置。
【請求項５】
　前記第３駆動電源線の抵抗は、前記第１駆動電源線の抵抗及び前記第２駆動電源線の抵
抗より小さいことを特徴とする、請求項２に記載の有機発光表示装置。
【請求項６】
　前記第１駆動電源線の抵抗をＲｒ、前記第２駆動電源線の抵抗をＲｇ、前記第３駆動電
源線の抵抗をＲｂとする時、
　Ｒｒ：Ｒｇ：Ｒｂ＝１／１．３乃至１／２：１：１／２．３乃至１／３
　を満たすことを特徴とする、請求項５に記載の有機発光表示装置。
【請求項７】
　前記第１駆動電源線の電圧降下値、前記第２駆動電源線の電圧降下値及び前記第３駆動
電源線の電圧降下値は互いに同一であることを特徴とする、請求項１に記載の有機発光表
示装置。
【請求項８】
　同一行に位置する第１画素、第２画素及び第３画素に印加される駆動電圧の電圧降下値
は互いに同一であることを特徴とする、請求項７に記載の有機発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は有機発光表示装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　有機発光表示装置は二つの電極とその間に位置する有機発光部材を含み、一つの電極か
ら注入された電子（ｅｌｅｃｔｒｏｎ）と他の電極から注入された正孔（ｈｏｌｅ）が有
機発光部材で結合して励起子（ｅｘｃｉｔｏｎ）を形成し、励起子がエネルギーを放出し
ながら発光する。
【０００３】
　このような有機発光表示装置の複数の駆動電源線は各々複数の画素と順次に連結し、画
素に駆動電圧を順次に伝達する。有機発光表示装置が大型化するほど、駆動電圧が上部及
び下部から供給される駆動電源線の電圧降下により、中央部に位置する画素の輝度が上部
及び下部に位置する画素の輝度よりも低下する。
【０００４】
　特に、赤色有機発光部材、緑色有機発光部材及び青色有機発光部材ごとに消耗する消費
電流が互いに異なるため、赤色駆動電源線、緑色駆動電源線及び青色駆動電源線ごとに電
圧降下程度が互いに異なる。従って、白色を実現する場合、同一行に位置した赤色画素、
緑色画素及び青色画素の色座標が駆動電源線の電圧降下によって全て異なるサイズに変動
するため、赤色画素の色座標、緑色画素の色座標及び青色画素の色座標の合計である白色
色座標が変動する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は前述した問題を解決するためのものであって、本発明の目的は、白色色座標の
変動を防止する有機発光表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の実施形態に係る有機発光表示装置は、第１画素、第２画素及び第３画素が行列
状に配置された有機発光表示装置であって、前記有機発光表示装置は、基板、前記基板上
に形成されているゲート線、前記ゲート線と絶縁して交差しているデータ線、前記基板上
に形成されており、前記第１画素に駆動電圧を伝達する第１駆動電源線、前記第２画素に
駆動電圧を伝達する第２駆動電源線及び前記第３画素に駆動電圧を伝達する第３駆動電源
線を含む駆動電源線、前記ゲート線及びデータ線と連結しているスイッチング薄膜トラン
ジスタ、前記スイッチング薄膜トランジスタ及び前記駆動電源線と連結している駆動トラ
ンジスタ、前記駆動トランジスタと連結している第１電極、前記第１電極上に形成されて
いる有機発光部材、前記有機発光部材上に形成されている第２電極を含み、前記第１駆動
電源線の断面積、第２駆動電源線の断面積及び第３駆動電源線の断面積は各々、第１画素
の消費電流、第２画素の消費電流及び第３画素の消費電流に比例してもよい。
【０００７】
　前記第１画素、第２画素及び第３画素は各々、赤色画素、緑色画素及び青色画素であっ
てもよい。
【０００８】
　前記駆動電源線の断面積は前記駆動電源線の線幅と厚さの積であり、前記第１駆動電源
線の厚さ、第２駆動電源線の厚さ及び第３駆動電源線の厚さが互いに同一である場合、前
記第１駆動電源線の線幅、第２駆動電源線の線幅及び第３駆動電源線の線幅は各々、第１
画素の消費電流、第２画素の消費電流及び第３画素の消費電流に比例してもよい。
【０００９】
　前記第３駆動電源線の断面積は、前記第１駆動電源線及び前記第２駆動電源線の断面積
より大きくてもよい。
【００１０】
　前記第３駆動電源線の抵抗は、前記第１駆動電源線の抵抗及び前記第２駆動電源線の抵
抗より小さくてもよい。
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【００１１】
　前記第１駆動電源線の抵抗をＲｒ、前記第２駆動電源線の抵抗をＲｇ、前記第３駆動電
源線の抵抗をＲｂとする時、Ｒｒ：Ｒｇ：Ｒｂ＝１／１．３乃至１／２：１：１／２．３
乃至１／３を満たしてもよい。
【００１２】
　前記第１駆動電源線の電圧降下値、前記第２駆動電源線の電圧降下値及び前記第３駆動
電源線の電圧降下値は互いに同一であってもよい。
【００１３】
　同一行に位置する第１画素、第２画素及び第３画素に印加される駆動電圧の電圧降下値
は互いに同一であってもよい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明により、赤色駆動電源線、緑色駆動電源線及び青色駆動電源線の線幅を相違させ
ることによって、赤色画素の色座標の変動量、緑色画素の色座標の変動量及び青色画素の
色座標の変動量を同一にし、白色色座標の変動を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置の等価回路図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置において複数の画素の配置を示し
た概略図である。
【図３】図２の有機発光表示装置において隣接する三つの画素を示した配置図である。
【図４】図３の有機発光表示装置をＩＶ－ＩＶ’－ＩＶ’’－ＩＶ’’’線に沿って切断
した断面図である。
【図５】図３の有機発光表示装置をＶ－Ｖ線に沿って切断した断面図である。
【図６】本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置の赤色画素の駆動トランジスタの
電圧及び電流関係グラフ（ＴＲ曲線）と、有機発光部材の電圧及び電流関係グラフ（ＥＬ
曲線）を示したグラフである。
【図７】本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置の緑色画素の駆動トランジスタの
電圧及び電流関係グラフ（ＴＲ曲線）と、有機発光部材の電圧及び電流関係グラフ（ＥＬ
曲線）を示したグラフである。
【図８】本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置の青色画素の駆動トランジスタの
電圧及び電流関係グラフ（ＴＲ曲線）と、有機発光部材の電圧及び電流関係グラフ（ＥＬ
曲線）を示したグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、添付の図面を参照して、本発明の多様な実施形態について本発明が属する技術分
野において通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳しく説明する。本発明は多
様に相違する形態で具現されてもよく、ここで説明する実施形態に限られない。
【００１７】
　本発明を明確に説明するために説明上不要な部分は省略し、明細書全体にわたって同一
または類似する構成要素については同一する参照符号を付与する。
【００１８】
　また、図面に示した各構成のサイズ及び厚さは説明の便宜のために任意に示したため、
本発明が必ずしも示されたとおりであるとは限られない。
【００１９】
　図面において、多数の層及び領域を明確に表現するために厚さを拡大して示した。また
、図面において、説明の便宜のために、一部層及び領域の厚さを誇張して示した。層、膜
、領域、板などの部分がある部分の「上」または「上部」にあるとする時、これはある部
分の「直上」にある場合だけでなく、その中間にさらに他の部分がある場合も含む。
【００２０】
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　本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置について、図１を参照して詳細に説明す
る。
【００２１】
　図１は本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置の等価回路図である。
【００２２】
　図１を参照すると、本実施形態に係る有機発光表示装置は、複数の信号線１２１、１７
１、１７２と、これらに連結していて略行列（ｍａｔｒｉｘ）状に配列された複数の画素
（ＰＸ）を含む。
【００２３】
　信号線はゲート信号（または走査信号）を伝達する複数のゲート線１２１、データ信号
を伝達する複数のデータ線１７１及び駆動電圧を伝達する複数の駆動電源線１７２を含む
。ゲート線１２１は略行方向に延びていて互いが略平行し、データ線１７１と駆動電源線
１７２は略列方向に延びていて互いが略平行する。
【００２４】
　各画素（ＰＸ）は、スイッチング薄膜トランジスタ（ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ　ｔｈｉｎｆ
ｉｌｍ　ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）（Ｑｓ）、駆動薄膜トランジスタ（ｄｒｉｖｉｎｇ　ｔ
ｈｉｎ　ｆｉｌｍ　ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）（Ｑｄ）、ストレージキャパシタ（ｓｔｏｒ
ａｇｅ　ｃａｐａｃｉｔｏｒ）（Ｃｓｔ）及び有機発光ダイオード（ｏｒｇａｎｉｃ　ｌ
ｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅ、ＯＬＥＤ）（ＬＤ）を含む。
【００２５】
　スイッチング薄膜トランジスタ（Ｑｓ）は制御端子、入力端子及び出力端子を有するが
、制御端子はゲート線１２１と連結しており、入力端子はデータ線１７１と連結しており
、出力端子は駆動薄膜トランジスタ（Ｑｄ）と連結している。スイッチング薄膜トランジ
スタ（Ｑｓ）はゲート線１２１に印加される走査信号に応答してデータ線１７１に印加さ
れるデータ信号を駆動薄膜トランジスタ（Ｑｄ）に伝達する。
【００２６】
　駆動薄膜トランジスタ（Ｑｄ）も制御端子、入力端子及び出力端子を有するが、制御端
子はスイッチング薄膜トランジスタ（Ｑｓ）と連結しており、入力端子は駆動電源線１７
２と連結しており、出力端子は有機発光ダイオード（ＬＤ）と連結している。駆動薄膜ト
ランジスタ（Ｑｄ）は制御端子と出力端子との間にかかる電圧に応じてそのサイズが異な
る出力電流（ＩＬＤ）を流す。
【００２７】
　キャパシタ（Ｃｓｔ）は駆動薄膜トランジスタ（Ｑｄ）の制御端子と入力端子との間に
連結している。このキャパシタ（Ｃｓｔ）は駆動薄膜トランジスタ（Ｑｄ）の制御端子に
印加されるデータ信号を充電し、スイッチング薄膜トランジスタ（Ｑｓ）が遮断（ｔｕｒ
ｎ－ｏｆｆ）された後にもこれを維持する。
【００２８】
　有機発光ダイオード（ＬＤ）は、駆動薄膜トランジスタ（Ｑｄ）の出力端子に連結して
いるアノード（ａｎｏｄｅ）と共通電圧（Ｖｓｓ）に連結しているカソード（ｃａｔｈｏ
ｄｅ）を有する。有機発光ダイオード（ＬＤ）は、駆動薄膜トランジスタ（Ｑｄ）の出力
電流（ＩＬＤ）に応じて強さを異にして発光することによって映像を表示する。
【００２９】
　スイッチング薄膜トランジスタ（Ｑｓ）及び駆動薄膜トランジスタ（Ｑｄ）は、ｎ－チ
ャネル電界効果トランジスタ（ｆｉｅｌｄ　ｅｆｆｅｃｔ　ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ、ＦＥ
Ｔ）である。しかし、スイッチング薄膜トランジスタ（Ｑｓ）と駆動薄膜トランジスタ（
Ｑｄ）のうちの少なくとも一つはｐ－チャネル電界効果トランジスタであってもよい。ま
た、薄膜トランジスタ（Ｑｓ、Ｑｄ）、キャパシタ（Ｃｓｔ）及び有機発光ダイオード（
ＬＤ）の連結関係が変わってもよい。
【００３０】
　図１に示した有機発光表示装置の詳細な構造について、図２乃至図５を図１と共に参照
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して詳細に説明する。
【００３１】
　図２は本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置において複数の画素の配置を示し
た概略図であり、図３は図２の有機発光表示装置において隣接する三つの画素を示した配
置図であり、図４は図３の有機発光表示装置をＩＶ－ＩＶ’－ＩＶ’’－ＩＶ’’’線に
沿って切断して示した断面図であり、図５は図３の有機発光表示装置をＶ－Ｖ線に沿って
切断して示した断面図である。
【００３２】
　まず、図２を参照すると、本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置の一つの行に
は第１画素、第２画素及び第３画素が交互に配置されている。第１画素は赤色を表示する
赤色画素（Ｒ）であり、第２画素は緑色を表示する緑色画素（Ｇ）であり、第３画素は青
色を表示する青色画素（Ｂ）であってもよい。赤色画素（Ｒ）、緑色画素（Ｇ）及び青色
画素（Ｂ）を含む三つの画素は一つの群（ｇｒｏｕｐ）をなし、行に沿って繰り返し配置
される。
【００３３】
　また、同一列には同一色の画素が配置されている。第１列には赤色画素（Ｒ）が配置さ
れており、第２列には緑色画素（Ｇ）が配置されており、第３列には青色画素（Ｂ）が配
置されている。
【００３４】
　次に図２の有機発光表示装置の詳細な構造を、図３乃至図５を参照して詳細に説明する
。
【００３５】
　図３には図２の有機発光表示装置において一つの行に配置されている赤色画素（Ｒ）、
緑色画素（Ｇ）及び青色画素（Ｂ）を含む一つの画素群を示した。三つの画素は駆動電源
線１７２を除いたゲート線１２１、データ線１７１、スイッチング薄膜トランジスタ（Ｑ
ｓ）及び駆動薄膜トランジスタ（Ｑｄ）の構造は同一である。従って、同一する構成要素
には同一する図面符号を付与する。
【００３６】
　基板１１０上に複数の駆動半導体１５４ｂ及び複数の線状半導体部材１５１が形成され
ている。
【００３７】
　駆動半導体１５４ｂは島型であり、線状半導体部材１５１は主に横方向に延びている。
駆動半導体１５４ｂ及び線状半導体部材１５１は結晶質半導体物質または非晶質半導体物
質で生成されてもよい。
【００３８】
　駆動半導体１５４ｂ及び線状半導体部材１５１上には複数のゲート線１２１、複数の駆
動入力電極１７３ｂ及び複数の駆動出力電極１７５ｂが形成されている。
【００３９】
　ゲート線１２１はゲート信号を伝達し、主に横方向に延びている。各ゲート線１２１は
上に延びているスイッチング制御電極１２４ａと、他の層または外部駆動回路との接続の
ために面積が広い端部１２９を含む。ゲート線１２１は線状半導体部材１５１と実質的に
同一な平面形を有する。
【００４０】
　駆動入力電極１７３ｂ及び駆動出力電極１７５ｂは各々島型であり、ゲート線１２１と
分離している。駆動入力電極１７３ｂと駆動出力電極１７５ｂは駆動半導体１５４ｂの上
で互いに対向する。
【００４１】
　駆動半導体１５４ｂと駆動入力電極１７３ｂとの間及び駆動半導体１５４ｂと駆動出力
電極１７５ｂとの間には各々、複数対の抵抗性接触部材１６３ｂ、１６５ｂが形成されて
いる。また、ゲート線１２１と線状半導体部材１５１との間には不純物がドーピングされ
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ている線状半導体部材１６１が形成されている。
【００４２】
　抵抗性接触部材１６３ｂ、１６５ｂ及び不純物がドーピングされている線状半導体部材
１６１は、リン（Ｐ）などのｎ型不純物が高濃度にドーピングされている微細結晶質ケイ
素、多結晶シリコンなどの不純物がドーピングされている結晶質半導体物質または非晶質
半導体物質で生成されてもよい。
【００４３】
　ゲート線１２１、駆動入力電極１７３ｂ及び駆動出力電極１７５ｂ上にはゲート絶縁膜
１４０が形成されている。
【００４４】
　ゲート絶縁膜１４０上には水素化非晶質シリコンなどで生成された複数のスイッチング
半導体１５４ａが形成されている。スイッチング半導体１５４ａは島型であり、スイッチ
ング制御電極１２４ａと重なっている。
【００４５】
　スイッチング半導体１５４ａ及びゲート絶縁膜１４０上には複数のデータ線１７１、複
数の駆動電源線１７２及び複数の電極部材１７６が形成されている。
【００４６】
　データ線１７１はデータ信号を伝達し、主に縦方向に延びてゲート線１２１と交差する
。各データ線１７１はスイッチング制御電極１２４ａに向かって延びた複数のスイッチン
グ入力電極１７３ａと、他の層または外部駆動回路との接続のために面積が広い端部１７
９を含む。
【００４７】
　駆動電源線１７２は駆動電圧を伝達し、主に縦方向に延びてゲート線１２１と交差し、
データ線１７１と略平行する。各駆動電源線１７２は突出部１７７を含む。駆動電源線１
７２は赤色画素（Ｒ）に連結している第１駆動電源線、緑色画素（Ｇ）に連結している第
２駆動電源線及び青色画素（Ｂ）に連結している第３駆動電源線を含む。第１駆動電源線
は赤色画素（Ｒ）に駆動電圧を伝達する赤色駆動電源線１７２Ｒであり、第２駆動電源線
は緑色画素（Ｇ）に駆動電圧を伝達する緑色駆動電源線１７２Ｇであり、第３駆動電源線
は青色画素（Ｂ）に駆動電圧を伝達する青色駆動電源線１７２Ｂである。
【００４８】
　電極部材１７６は島型であり、データ線１７１及び駆動電源線１７２と分離している。
電極部材１７６はスイッチング入力電極１７３ａと対向する部分（以下、「スイッチング
出力電極」とする）１７５ａと、駆動半導体１５４ｂと重なる部分（以下、「駆動制御電
極」とする）１２４ｂを含む。スイッチング入力電極１７３ａとスイッチング出力電極１
７５ａはスイッチング半導体１５４ａ上で互いに対向する。
【００４９】
　スイッチング半導体１５４ａとスイッチング入力電極１７３ａとの間及びスイッチング
半導体１５４ａとスイッチング出力電極１７５ａとの間には各々、複数対の抵抗性接触部
材１６３ａ、１６５ａが形成されている。
【００５０】
　データ線１７１、駆動電源線１７２及び電極部材１７６上には保護膜１８０が形成され
ている。
【００５１】
　保護膜１８０には駆動電源線１７２の突出部１７７及びデータ線１７１の端部１７９を
露出する複数の接触孔１８５ａ、１８２が形成されており、保護膜１８０及びゲート絶縁
膜１４０にはゲート線１２１の端部１２９、駆動入力電極１７３ｂ及び駆動出力電極１７
５ｂを露出する複数の接触孔１８１、１８４、１８５ｂが形成されている。
【００５２】
　保護膜１８０上には複数の画素電極１９１、複数の連結部材８５及び複数の接触補助部
材８１、８２が形成されている。
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【００５３】
　画素電極１９１は接触孔１８５ｂを介して駆動出力電極１７５ｂと連結している。
【００５４】
　連結部材８５は接触孔１８４、１８５ａを介して駆動電源線１７２の突出部１７７と駆
動入力電極１７３ｂと各々連結しており、駆動制御電極１２４ｂと一部重複してストレー
ジキャパシタ（Ｃｓｔ）を構成する。
【００５５】
　接触補助部材８１、８２は各々接触孔１８１、１８２を介してゲート線１２１の端部１
２９及びデータ線１７１の端部１７９と連結する。
【００５６】
　画素電極１９１、連結部材８５及び接触補助部材８１、８２はＩＴＯまたはＩＺＯなど
の透明導電体で生成されてもよい。
【００５７】
　画素電極１９１、連結部材８５及び接触補助部材８１、８２上には絶縁性堤３６１が形
成されている。堤３６１は画素電極１９１周縁の周辺を囲んで開口部３６５を定義する。
【００５８】
　堤３６１及び画素電極１９１上には有機発光部材３７０が形成されている。
【００５９】
　有機発光部材３７０は光を出す有機発光層以外に発光層の発光効率を向上するための付
帯層（図示せず）を含んでもよい。付帯層は電子輸送層、正孔輸送層、電子注入層及び正
孔注入層から選択された一つ以上であってもよい。
【００６０】
　有機発光部材３７０は赤色を発光する赤色有機発光部材３７０Ｒ、緑色を発光する緑色
有機発光部材３７０Ｇ及び青色を発光する青色有機発光部材３７０Ｂを含む。
【００６１】
　有機発光部材３７０上には共通電極２７０が形成されている。共通電極２７０は反射率
の高い金属で生成されてもよい。共通電極２７０は基板の全面に形成されており、画素電
極１９１と対を成して有機発光部材３７０に電流を流す。
【００６２】
　共通電極２７０は有機発光部材３７０から放出する光を反射させて背面方向に排出する
。このように、本発明の第１実施形態は背面発光型有機発光表示装置を示しているが、こ
れに限定されない。
【００６３】
　画素電極１９１、有機発光部材３７０及び共通電極２７０は有機発光ダイオード（ＬＤ
）をなし、画素電極１９１がアノード、共通電極２７０がカソードとなったり、これとは
反対に画素電極１９１がカソード、共通電極２７０がアノードとなってもよい。
【００６４】
　一方、赤色画素（Ｒ）に駆動電圧を伝達する赤色駆動電源線１７２Ｒの断面積（Ｓｒ）
、緑色画素（Ｇ）に駆動電圧を伝達する緑色駆動電源線１７２Ｇの断面積（Ｓｇ）及び青
色画素（Ｂ）に駆動電圧を伝達する青色駆動電源線１７２Ｂの断面積（Ｓｂ）は各々、赤
色画素（Ｒ）の消費電流（Ｉｒ）、緑色画素（Ｇ）の消費電流（Ｉｇ）及び青色画素（Ｂ
）の消費電流（Ｊｂ）に比例して決定してもよい。
【００６５】
　各駆動電源線１７２Ｒ、１７２Ｇ、１７２Ｂの断面積（Ｓｒ、Ｓｇ、Ｓｂ）は、各駆動
電源線１７２Ｒ、１７２Ｇ、１７２Ｂの線幅（Ｄｒ、Ｄｇ、Ｄｂ）と厚さ（Ｈｒ、Ｈｇ、
Ｈｂ）の積で定義される。
【００６６】
　従って、赤色駆動電源線１７２Ｒの厚さ（Ｈｒ）、緑色駆動電源線１７２Ｇの厚さ（Ｈ
ｇ）及び青色駆動電源線１７２Ｂの厚さ（Ｈｂ）が互いに同一である時、赤色駆動電源線
１７２Ｒの線幅（Ｄｒ）、緑色駆動電源線１７２Ｇの線幅（Ｄｇ）及び青色駆動電源線１



(9) JP 2012-59687 A 2012.3.22

10

20

30

40

50

７２Ｂの線幅（Ｄｂ）は各々、赤色画素（Ｒ）の消費電流（Ｉｒ）、緑色画素（Ｇ）の消
費電流（Ｉｇ）及び青色画素（Ｂ）の消費電流（Ｊｂ）に比例して決定してもよい。
【００６７】
　具体的には、赤色駆動電源線１７２Ｒの厚さ（Ｈｒ）、緑色駆動電源線１７２Ｇの厚さ
（Ｈｇ）及び青色駆動電源線１７２Ｂの厚さ（Ｈｂ）が互いに同一である時、赤色駆動電
源線１７２Ｒの線幅（Ｄｒ）、緑色駆動電源線１７２Ｇの線幅（Ｄｇ）及び青色駆動電源
線１７２Ｂの線幅（Ｄｂ）は下記数式１のような関係を有してもよい。
【００６８】
【数１】

【００６９】
　従って、赤色駆動電源線１７２Ｒの抵抗（Ｒｒ）、緑色駆動電源線１７２Ｇの抵抗（Ｒ
ｇ）及び青色駆動電源線１７２Ｂの抵抗（Ｒｂ）は下記数式２のような関係を有してもよ
い。
【００７０】
【数２】

【００７１】
　具体的には、赤色駆動電源線１７２Ｒの抵抗（Ｒｒ）、緑色駆動電源線１７２Ｇの抵抗
（Ｒｇ）及び青色駆動電源線１７２Ｂの抵抗（Ｒｂ）の比は下記数式３のような関係を有
してもよい。
【００７２】

【数３】

【００７３】
　この場合、消費電流と抵抗の積である赤色駆動電源線１７２Ｒの電圧降下値（△Ｖｒ）
、緑色駆動電源線１７２Ｇの電圧降下値（△Ｖｇ）及び青色駆動電源線１７２Ｂの電圧降
下値（△Ｖｂ）は同一である。
【００７４】
　例えば、赤色画素（Ｒ）の赤色有機発光部材３７０Ｒの消費電流（Ｉｒ）、緑色画素（
Ｇ）の緑色有機発光部材３７０Ｇの消費電流（Ｉｇ）、青色画素（Ｂ）の青色有機発光部
材３７０Ｂの消費電流（Ｉｂ）の比がＩｒ：Ｉｇ：Ｉｂ＝２：１：３であれば、赤色駆動
電源線１７２Ｒの抵抗（Ｒｒ）、緑色駆動電源線１７２Ｇの抵抗（Ｒｇ）及び青色駆動電
源線１７２Ｂの抵抗（Ｒｂ）比はＲｒ：Ｒｇ：Ｒｂ＝１／２：１：１／３とし、赤色駆動
電源線１７２Ｒの電圧降下値（△Ｖｒ）、緑色駆動電源線１７２Ｇの電圧降下値（△Ｖｇ
）及び青色駆動電源線１７２Ｂの電圧降下値（△Ｖｂ）を同一にすることができる。
【００７５】
　このように、赤色駆動電源線１７２Ｒの断面積（Ｓｒ）、緑色駆動電源線１７２Ｇの断
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７２Ｒの電圧降下値（△Ｖｒ）、緑色駆動電源線１７２Ｇの電圧降下値（△Ｖｇ）及び青
色駆動電源線１７２Ｂの電圧降下値（△Ｖｂ）を同一にする。この時、赤色駆動電源線１
７２Ｒの厚さ（Ｈｒ）、緑色駆動電源線１７２Ｇの厚さ（Ｈｇ）及び青色駆動電源線１７
２Ｂの厚さ（Ｈｂ）が互いに同一である時には、赤色駆動電源線１７２Ｒの線幅（Ｄｒ）
、緑色駆動電源線１７２Ｇの線幅（Ｄｇ）及び青色駆動電源線１７２Ｂの線幅（Ｄｂ）を
調節して赤色駆動電源線１７２Ｒの電圧降下値（△Ｖｒ）、緑色駆動電源線１７２Ｇの電
圧降下値（△Ｖｇ）及び青色駆動電源線１７２Ｂの電圧降下値（△Ｖｂ）を同一にする。
従って、赤色画素（Ｒ）の色座標の変動量、緑色画素（Ｇ）の色座標の変動量及び青色画
素（Ｂ）の色座標の変動量を同一にすることができるため、赤色画素（Ｒ）の色座標、緑
色画素（Ｇ）の色座標及び青色画素（Ｂ）の色座標の合計である白色色座標が変動するこ
とを防止できる。
【００７６】
　以下において、具体的な実施形態及び図６乃至図８を参照して詳しく説明する。
【００７７】
　図６は本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置の赤色画素の駆動トランジスタの
電圧及び電流関係グラフ（ＴＲ曲線）と有機発光部材の電圧及び電流関係グラフ（ＥＬ曲
線）を示したグラフであり、図７は本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置の緑色
画素の駆動トランジスタの電圧及び電流関係グラフ（ＴＲ曲線）と有機発光部材の電圧及
び電流関係グラフ（ＥＬ曲線）を示したグラフであり、図８は本発明の第１実施形態に係
る有機発光表示装置の青色画素の駆動トランジスタの電圧及び電流関係グラフ（ＴＲ曲線
）と有機発光部材の電圧及び電流関係グラフ（ＥＬ曲線）を示したグラフである。ここで
、Ｉｄは出力電流を意味し、Ｖｄｓは入力電極と出力電極との間の電圧を意味する。
【００７８】
　白色を実現するためには、赤色画素（Ｒ）、緑色画素（Ｇ）及び青色画素（Ｂ）を全て
駆動しなければならない。この時、青色画素（Ｂ）の青色有機発光部材３７０Ｂは効率が
低く、赤色有機発光部材３７０Ｒや緑色有機発光部材３７０Ｇに比べて消費電流が多く消
耗する。
【００７９】
　光は励起された原子が安定状態になる時に発生するエネルギーの差または電圧の差によ
って発生する。青色有機発光部材３７０Ｂで青色を発光するためには、緑色有機発光部材
３７０Ｇや赤色有機発光部材３７０Ｒより大きい電圧差（△Ｖ）が要求されるため、青色
画素（Ｂ）の消費電流（Ｉｂ）が緑色画素（Ｇ）や赤色画素（Ｒ）の消費電流（Ｉｇ、Ｉ
ｒ）より高くなる。
【００８０】
　例えば、白色実現時に６０ｍＡが消費される場合、赤色画素（Ｒ）は１７ｍＡ、緑色画
素（Ｇ）は１３ｍＡ、青色画素（Ｂ）は３０ｍＡが消費される。この場合、赤色画素（Ｒ
）の消費電流、緑色画素（Ｇ）の消費電流及び青色画素（Ｂ）の消費電流比はＩｒ：Ｉｇ
：Ｉｂ＝１．３：１：２．３であり、これは緑色画素（Ｇ）の消費電流を利用してＩｒ：
Ｉｇ：Ｉｂ＝１．３Ｉｇ：Ｉｇ：２．３Ｉｇで表現してもよい。
【００８１】
　従って、赤色駆動電源線１７２Ｒの電圧降下（△Ｖｒ）、緑色駆動電源線１７２Ｇの電
圧降下（△Ｖｇ）、青色駆動電源線１７２Ｂの電圧降下（△Ｖｂ）は下記数式４のような
関係を有してもよい。
【００８２】
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【数４】

【００８３】
　この時、従来のように、赤色駆動電源線１７２Ｒの線幅（Ｄｒ）、緑色駆動電源線１７
２Ｇの線幅（Ｄｇ）及び青色駆動電源線１７２Ｂの線幅（Ｄｂ）が同一である場合、Ｒｒ
＝Ｒｇ＝Ｒｂであるため、任意の位置（Ｐ）での緑色駆動電源線１７２Ｇの電圧降下（△
Ｖｇ）は△Ｖｇ、任意の位置（Ｐ）での赤色駆動電源線１７２Ｒの電圧降下（△Ｖｒ）は
１．３△Ｖｇであり、任意の位置（Ｐ）での青色駆動電源線１７２Ｂの電圧降下（△Ｖｂ
）は２．３△Ｖｇとなる。
【００８４】
　このように、赤色駆動電源線１７２Ｒの線幅（Ｄｒ）、緑色駆動電源線１７２Ｇの線幅
（Ｄｇ）及び青色駆動電源線１７２Ｂの線幅（Ｄｂ）が同一である場合には、赤色駆動電
源線１７２Ｒ、緑色駆動電源線１７２Ｇ及び青色駆動電源線１７２Ｂの初期供給部に同一
な駆動電圧が供給されても、駆動電源線の中央部では赤色駆動電源線１７２Ｒ、緑色駆動
電源線１７２Ｇ及び青色駆動電源線１７２Ｂごとに異なる電圧降下値を有するようになる
。
【００８５】
　特に、図８に示したように、青色駆動電源線１７２Ｂの電圧降下値（△Ｖｂ）が大きい
ため青色画素（Ｂ）の輝度は減少し、青色画素（Ｂ）の色座標は大きく変動し、図６に示
したように、赤色駆動電源線１７２Ｒの電圧降下値（△Ｖｒ）は青色駆動電源線１７２Ｂ
の電圧降下値（△Ｖｂ）より小さいので赤色画素（Ｒ）の輝度は青色画素（Ｂ）より小さ
く減少し、赤色画素（Ｒ）の色座標も青色画素（Ｂ）の色座標より小さく変動する。そし
て、図７に示したように、緑色駆動電源線１７２Ｇの電圧降下値（△Ｖｇ）は赤色駆動電
源線１７２Ｒの電圧降下値（△Ｖｇ）より小さいので緑色画素（Ｇ）の輝度が赤色画素（
Ｒ）より小さく減少し、緑色画素（Ｇ）の色座標も赤色画素（Ｒ）の色座標より小さく変
動する。従って、白色実現時に、赤色画素（Ｒ）の色座標、緑色画素（Ｇ）の色座標及び
青色画素（Ｂ）の色座標の変動量が互いに異なるため、赤色画素（Ｒ）の色座標、緑色画
素（Ｇ）の色座標及び青色画素（Ｂ）の色座標の合計である白色色座標が変動するという
問題が生じる。
【００８６】
　しかし、本発明の第１実施形態に係る有機発光表示装置においては、赤色駆動電源線１
７２Ｒの線幅（Ｄｒ）、緑色駆動電源線１７２Ｇの線幅（Ｄｇ）及び青色駆動電源線１７
２Ｂの線幅（Ｄｂ）を調節して赤色駆動電源線１７２Ｒの電圧降下値（△Ｖｒ）、緑色駆
動電源線１７２Ｇの電圧降下値（△Ｖｇ）及び青色駆動電源線１７２Ｂの電圧降下値（△
Ｖｂ）を同一にする。
【００８７】
　例えば、Ｄｒ＝１．３Ｄｇ、Ｄｂ＝２．３Ｄｇとなるように、赤色駆動電源線１７２Ｒ
の線幅（Ｄｒ）、緑色駆動電源線１７２Ｇの線幅（Ｄｇ）及び青色駆動電源線１７２Ｂの
線幅（Ｄｂ）を調節する。従って、Ｒｒ＝Ｒｇ／１．３、Ｒｂ＝Ｒｇ／２．３となる。
【００８８】
　この時、任意の位置（Ｐ）での赤色駆動電源線１７２Ｒの電圧降下（△Ｖｒ）、任意の
位置（Ｐ）での緑色駆動電源線１７２Ｇの電圧降下（△Ｖｇ）、任意の位置（Ｐ）での青
色駆動電源線１７２Ｂの電圧降下（△Ｖｂ）は下記数式５のような関係を有してもよい。
【００８９】



(12) JP 2012-59687 A 2012.3.22

10

20

30

40

【数５】

【００９０】
　従って、△Ｖｒ＝△Ｖｇ＝△Ｖｂとなり、同一行に位置する赤色画素（Ｒ）、緑色画素
（Ｇ）及び青色画素（Ｂ）に印加される駆動電圧の電圧降下値（△Ｖｒ、△Ｖｇ、△Ｖｂ
）は互いに同一になる。
【００９１】
　この時、図６及び図７に示したように、赤色駆動電源線１７２Ｒの線幅（Ｄｒ）が緑色
駆動電源線１７２Ｇの線幅（Ｄｇ）と同一である場合には、赤色駆動電源線１７２Ｒの電
圧降下値（△Ｖｒ）が緑色駆動電源線１７２Ｇの電圧降下値（△Ｖｇ）より大きくなるが
、赤色駆動電源線１７２Ｒの線幅（Ｄｒ）が緑色駆動電源線１７２Ｇの線幅（Ｄｇ）より
大きい場合には、赤色駆動電源線１７２Ｒの電圧降下値（△Ｖｒ）と緑色駆動電源線１７
２Ｇの電圧降下値（△Ｖｇ）が同一になる。
【００９２】
　また、図７及び図８に示したように、青色駆動電源線１７２Ｂの線幅（Ｄｂ）が緑色駆
動電源線１７２Ｇの線幅（Ｄｇ）と同一である場合には、青色駆動電源線１７２Ｂの電圧
降下値（△Ｖｂ）が緑色駆動電源線１７２Ｇの電圧降下値（△Ｖｇ）より大きくなるが、
青色駆動電源線１７２Ｂの線幅（Ｄｂ）が緑色駆動電源線１７２Ｇの線幅（Ｄｇ）より大
きい場合には、青色駆動電源線１７２Ｂの電圧降下値（△Ｖｂ）と緑色駆動電源線１７２
Ｇの電圧降下値（△Ｖｇ）が同一になる。この時、青色駆動電源線１７２Ｂの線幅（Ｄｂ
）は赤色駆動電源線１７２Ｒの線幅（Ｄｒ）より大きくなければならない。
【００９３】
　以上、本発明を前述した望ましい実施形態を通して説明したが、本発明はこれに限定さ
れず、特許請求の範囲の概念と範囲を逸脱しない限り多様な修正及び変形が可能であるこ
とを本発明が属する技術分野に従事する者であれば簡単に理解できるであろう。
【符号の説明】
【００９４】
　　１２１　ゲート線
　　１７１　データ線
　　１７２Ｒ　赤色駆動電源線
　　１７２Ｇ　緑色駆動電源線
　　１７２Ｂ　青色駆動電源線
　　３７０Ｒ　赤色有機発光部材
　　３７０Ｇ　緑色有機発光部材
　　３７０Ｂ　青色有機発光部材
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